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真菌セン ター ニ ュ ー ス第 5 号をお送り いた します｡ 平 ノ
■
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成 17年 4 月 1 日より千葉大学真菌医学研 究セ ン タ ー 長
が西村和子教授か ら三上 裏教授に交代しま した ｡
前号で は ､ 法人化に伴い , セ ン ター内の 教員か ら研究
テ ー マ を募集 し. 経費配分 に関す る委昌会の審査結果に
基づき ､ 研究経費の重点的な配分を行 っ た こ とをお伝え
い た しま した o 本年度も引き続き ､ セン ター長の 裁量 経
費 につ いてテ - マ をセン ター内から公募 し､ 各テー マ の
代表者による プ レゼ ンテー シ ョ ン を踏まえ ての 審査の結
果 ､ 5件のテー マ が至芸訳され ま したo
また､ 社会責献の 一 環として ､ 真菌医学研究セ ン タ-
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主催の公開市民講座 ｢人と動物に共通する カ ビの病気｣
を 1 1月 13 日に千葉大学西千葉キ ャ ン パスけやき会館にて ､ 実施しま した o 当セン タ
ー の喜治 誠名誉教授 ､ 高
橋容子非常勤講師による講演を行い . 多くの参カロ書から好評をいただきま した ｡ その 他の社会活動と して ､ 第 49
回日本医真菌学会総会 (総会会長 :西村和子教授) を10月 5､ 6 日､ 幕張プリン ス7r(テル (干葉市)にて開催し
ま したo 2 日間で 50 0名を超える参加者があり , 熱心な討議が行なわれ ましたo とく に特別企画である｢ 病原真菌･
放線菌供覧｣は大変好評で した ｡
受賞関連では ､ 三上 薫教授が長年の研究功績 . 学術活動が認め られ .
た ｡ また ､ 知花博治助教授が 日本医宍歯学会より奨励賞を受賞 しま した o
変喜ばしい ニ ュ ースです ｡
目で見る真菌症シリーズでは ､ 真菌の細胞内構造に つ いて紹介します ｡
E WS
日本放線菌学会より学会賞を受賞しまし
宍菌医学研究セン タ ー の発展のため に大
1) センタ ー 長交代
平成17年4月 1 日より千葉大学真南医学研究センタ ー 長が西村和子教授から三上 蓑教授lこ交代.
2) 活性応答分野および生態分野客員教授の採用
平成17年度の活性応答分野の客員教授として ､ 第 一 製薬株式会社 佐藤謙 一 博士が着任､ 生態分野 の外国人客員教
授として ス ペ イ ン M igu el Hern andez大学微生物学部の MariaFran cis c aColo m Valie nte助教授が着任｡
3) 事務長交代
平成1 7年4月 1E] より小滞 稔事務長の定年退職に伴い ､ 葉木 - 夫事務長が着任.
○
F=:二十 セ ン タ ー 長交代
平成1 7年 4 月に裏面医学研究セ ン タ- (真菌セン タ )ー 良
に就任して から､ 8 ケ 月 が過 ぎま した ｡ セ ン タ ー 長 と して の最
初の 仕事は ､ 概算要求で ､ 中で も研究推進費や拠点形成真の
申請で した o す で に前セ ン ター長 の西村和子教授により ､ 真菌
セ ン ターは全国の主要な 1 5大学の研究機関が中心とな っ て 進
める感染症研究の 3 つ のクラス タ- (i, 基礎応用医学研究クラ
ス ター､ ii.獣医学研究クラス ターiii. 臨床医学疫学研究クラス
タ )ー の中で . 臨床医学疫学研究クラスタ-での研究の役割を
分担する こ とで ､ 1 7年度 の研究推進費の大枠が認められてい
ました ので ､ 文部科学省と予算の折衝も順調に進みましT=o そ
の結果, 真菌セ ンターの研究課題 である ｢新興真菌症 ･ 放線菌
症 の対策に関する革礎的研究｣ を､ 3 名のボス ドクを雇用 して
開始する ことが できましたo 今後は､ 高度病原喜直による感染
症の原Eg菌の同定 ､ また感染症 の新しい診断法の開発 , さ らに
は優れた抗真菌剤の開発研究等を積極的に進め て行く こ とにな
ります｡ まT=､ 病原真菌と放線菌の研究分野 では ､ 日本のみな
らず､ 諸外国か らの 同定依頼や共同研究にも応 じてきた結果 .
当真 菌セ ンタ-はそ の研究業績が国際的にも高く評価され てお
り ､ さ らに特徴を生か した共同研究を発展的に進めて行くこ と
が期待され て い ます｡
新 世紀要点研究創生プ ラ ン (R R2 00 2) ナシ ョ ナルバイオリ
ソース プ ロ ジ 工 ク トは文部科学省の 下で平成 1 4年磨から開始
され､ 2 4の リ ソ ースが収集 ･ 保存 . 提供の支援の対象とな っ
て い ますが､ 真菌セ ン ターはその一つ に選定 され､ 病原微生
物の 中核機関に認定されました o 平成 1 7年度か ら､ こ れ まで
の 3 年間 ､ 中核機開の 代表者で あ っT=西村教授から交代して
代表を引き受ける ことになりましT=o 現在中核機関の代表と し
て ､ 引き続い て予算の申請などを行い ､ 1 7年度は減額された
ものの ､ サブ機関に委託するための事業費も認め られ. 大阪大
学微生物病研究所. 東京大学医科学研究所および岐早大学大学
院医学研究科 (以上病原細菌)､ 長崎大学熱帯医学研究所 (柄
原原虫) の 4大学と､ 独立行政法人理化学研究所 (病原菌関連
和菌)､ 国 立遺伝学研究所 (デ ー タ ベース) の 2 独立法人を含
む 6 つをサブ機関に事業を委託しましたo 当プロ ジ 工 クトの初
期の 目的は､ 20 1 0年ま で に世界的な リ ソースの提供機関とな
る ことであり､ 運 営委員会の委員長 である篠田純男教授 (日本
学術会議会員 ､ 岡山大学名誉教授) 御指導の もとに､ 年度毎の
目標に向か つ て 事業が進め られ て い ます ｡ ナ シ ョ ナルバイオリ
ソースの真菌セン タ-の委員として は､ 西村教授 と福島教授以
○
列に17年度か ら
は亀井教授にも参
加して い ただく こ
とになり ､ 新 し い
体制での ス ター ト
となりました｡ 当
プロ ジ 工 ク トでは
前年度に引き続い
て ､ 12 月 に 行わ
れた福岡市での分
子生物学会 で ､ ナ
シ ョ ナ ル バ イ オ
リ ソースの中核機関として ､ 病原微生物を代表して展示を行う
など､ 広報活動にも参加しま した o 真菌セ ンターが国家的プロ
ジ 工 ク トで ､ 中核機関に認定された意味は大きく､ また大学に
おいても中期計画目標に記載され ､ 大学当局の支援もあるこ と
から､ セ ン ターの 教職員も本プロ ジ 工 ク トの重要性を認識し
て ､ 本事業に協力して い ただきた い と思 っ て い ます｡
真歯セ ン ターの最終目標は､ 棄商および放線菌に起因とする
疾患の制御ですが , こ れまでのセ ンターでは ､ 主 に微生物学的
な基 柳井究を中心 に研究が行われてきました D そ れらの基礎研
究の中で ､ 病原真菌 で最も重要な ca 7Zdzlda a[bic a n5の ゲノム解析
や､ 病原放線菌で重篤な疾患 を導く Nocardiafa r{zlnicaの ゲ ノム
解析事業に喜菌センタ-の教員が参カロして きましたo そ の成果
は､ い ずれも 20 0 4年度の米国 アカデミー紀要 (P N A S) に発
表されるなど ､ 優 れた研究成果として公開された こ とは. セン
ターとして誇れる研究成果で す｡ こ れ らの 研究成果の当該研究
コミ ュ ニ テ ィ へ の 貢献度は極め て高く､ また 国際的にも高く評
価されてい ますc 研究成果による社会還元の観点から､ 新たに
人獣共通疾患の制圧をも念頭にお い た研究も積極的に推進し
て ､ 社会貢献を行うことも真菌セン ターの研究Ej標として掲lプ
て行きます. 今後の裏面セ ンターの研究の方向性は､ 亀井教授
を中心 とした将来計画委員会で検討されて い ます . 独法化によ
り時限制度は消滅して いるも の の ､ 独 法化前に付い て い た時間
の期限である平成 19年 の 3 月未ま でに研究紀括するこ とによ
り､ 新たな研究の発展が期待 できるの で ､ 今､ そ の 評価も行つ
て い ます｡
また ､ セ ン ター長 のもとに ､ 競 争的資金の獲得等を目的とし
た研究推進チーム (川本チームリーダー､ 亀井サブリーダー､
他5 名) が新たに立ち上がり活動を開始して い ますが ､ セ ン
ター長 に対して研究の 方向性に関する提案をする こ とも この
チーム の活動に入 っ て おり . 概 算 要求に関する素案作りなども
行いますo 本研究推進チームには助手､ 助教控もカロわる ことで ､
助手L 助 教授層からの意見も積極的 に取り入れる ことがで きま
す o
真薗セ ンタ ー は こ れまで ､ 毎年 3 0件以上の共同利用研究を
行っ て きました ｡ それ らの研究成果が高い評価を得てきたこ と
もあり ､ 菓薗セ ン タ-は今後も全国共同利用機関としての役割
を果た して行きます｡ 特に定員削減に対応する手段の一つ とし
ての共同研究の重要性は益々高くなると思 っ て いますo 一 方､
共同研究の遂行には多くの煩雑な手続きもあるため ､ こ れ らを
簡素化して ､ よ り効率的な共同研究体制を整備する必要があ
り､ 事務関係者との連携を諮 っ てい きます . 表面セ ンターで は
多くの外国の機関との共同研究が活発に行われ て おり ､ 共同研
究の依幸男件数は年ご とに増え て い ます. 宍菌セ ン タ ー の 研究成
果が ､ う後さらに評価される こ とにより. 外国からの共同研究
の申し込み数はさ らに増加する こ とが予想されるので ､ これ ら
に対する受け入れ体制の整備も必要です ｡
真菌セ ンタ ー の活性化には､ 教員の任期制も避けて通れな い
検討IB 目ですが . セ ン タ ー 織員の英知を結集して . よ り セ ン
タ ー に適した制度の導入をしたい と考えて います o
(三上 衰)
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pf 高分子活性分野 三上 裏教授
平成17年度日本放線菌学会 ･ 学会賞を受賞!
受賞削は｢病原性放線菌Noca nlhの生物学的研究｣
三上 案教授の 20年以上 に渡る功績が認め られ ､ こ の度 ､
日本放線菌学会より学会賞を授与されました o
≡ 上教授の同学会および研 究分野 へ の員献は多岐に渡りま
すo 病原性放線菌No(a rL[L
-
a が菌種によ っ て 異な っ た薬剤感受性
を示すこと に着目し ､ その薬剤感受性の違 いが No(L7rdiaの菌種
に特異的なア ミ ノグリ コ シドや マク ロ ライ ド系抗生物f5のリ ン
酸化やク)L'コ シ ル化など の不活化機構による ことを明らかにL'
ま した｡ 特に A D P-リボシル化によるリ フ ァ ン ピシ ン 不満化
反応は, 新 しい 薬剤耐性化機構の発見となり ､ 高い 評価を得て
います o こ の ような病原性放線菌の薬剤感受性を応用するこ と
により､ こ れ ま で多くの時間と労力を要した分類 ･ 同 定法を改
良し､ 迅 速 ･ 簡便法を提案して い ます . 現在､ この手法は真薗
医学研究セ ンタ ー に お い て ､ 毎年開かれて い る病原喜菌 ･ 放線
菌講習会を通じて全国の医師､ 薬剤師､ 検査技師 へ 普及が進め
られ ています o 当セ ン タ ー に は全国各地から毎年､ 多 くの病原
性放線菌の検体が送られて きます o 三 上教授はそれ らの病原性
放線菌から新規構造 と話性を持つ 多種の二次代謝産物を報告し
て きま した o 病原性放線菌が二次代謝産物のリ ソ-ス (還伝子
責源) として有用な資源である ことを提唱し､ 国内外か ら注目
され て い ます ｡ ま た ､ 収集された放線菌に つ い て分類学的検討
を行い ､ こ れ まで 1 7新種を発表するなど､ 病原性放線菌の分
類学研究の進展に頁献して こ られま した o さ らに ､ 日本におけ
る病原性放線菌の標準菌株の品質の向上に努めるなど､ 病原性
放緑菌研究の中心的存在として 活躍され ､ 2 0 04年に全ゲ ノム
シ ーク エ ン ス が角牢読され米国アカデミ- 紀要 (P N A S) で発表
されT= No(n rdL
'
〟fw (I
-
nir〟の ゲ ノ ム シ-ク= ン スプ ロ ジ 工 クトにお
い て も重要な役割を果た してきました ｡ また ､ ア ジ ア ､ ア フ リ
カ ､ ヨ ーロ ッ パ などから､ 多くの留学生を受け入れると同矧 こ､
JI C A専門家として タイ国やブラジルなどにお いて ､ 病 原性放
線菌苧の啓蒙活動にも精力的に取り組ん で こ られま したo 学会
話動にお い て 三 上教授は､ 理事や各種委員 として ､ 放 線菌学会
の創成期より 2 0年以上に渡り学会の発展に貢献 してきました o
こ の ような研究活動ならびに学術的活動が認め られ ､ 平成 1 7
年度日本放線菌学会 . 学会賞が授与されました.
○
3 セ ンタ ー 長の裁量経費の配分に つ い て
法人化に伴い ､ セ ン タ-長の裁量経費の重点的な配分が求め
られて い ます . 本年度も昨年度に引き続き . セ ン ター長 の裁昌
経費に つ い てテーマをセ ンター内から公募し､ 各テーマ の代表
者 によるプレゼン テーシ ョ ン を行ない ました｡ その 結果を湾ま
佐野文子
矢口 貴志L EE]中玲子 , 松岸哲宏,
伊藤純子
横山耕治､ 満 貫香代子
川本 進 ､ 山 口 正 視, 清水公徳､
大橋美佐子
矢沢麟清 ､ 三 上 蚕
えた審査の結果､ 以 下のテーマが採択されました｡ な お､ こ れ
ら研究真の受給者は年度末に研究成果の発表を行うことが義務
付けられ て い ます ｡
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. の 多種遺伝子配列に基づいた再同定
病原兵菌とその関連菌の収集および分子系統的､ 形態学的知見による多相分類
希な真南症原因薗および関連薗の標準化
病原真薗および関連菌の収集とその同定 ･ 分子系統僻析
病原性放線菌 NocuTdia の分頬学的な研究
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) 第 49回日本医真歯学会総会開催
第49回日本医宍歯学会総会b ㌔20 0 5年 1 0月 6 ､ 7E] の2日
間 にわT=り干葉市幕張プリ ン ス ホテ)LJで ｢ 伝統と先端の融合｣
をテーマ として開催されました (総会会長 西村和子教授)Q
莫 菌感染症は皮膚科学で は書か ら重要な部分を占めており､
パス ツール ､ コ ツ ホ以前から原因宍菌の蘭学と症例研究がなさ
れて きましたo 近年､ 71rL
'
,bopbylo n to n∫〟ra n∫ に よる頭部と休部白
癖が格闘技選手を中心 に流行して い ます o 内臓宍菌症は 19 6 0
年代には抗生物質､ 副腎皮質ホ)L/モ ン製剤の賛及と共に出現 ､
1 9 7 0年代後半か ら免疫不全疾患 ､ 糖尿病､ 各種 の 悪性腫療に
対する治療 の進歩. HIV感染症の 出現など によC)抵抗力の弱 い
患者が増加すると同時に真菌症の増加も加速され, そ の対策が
重要な課題とな っ て きました. 特にカ ンジダ症は消化器､ 呼畷
器 ､ 血液を中心に最高頻度の日和見宍菌症として重要で ､ 近年
は血;凌疾患患者に肺を中心として致命的感染を起こすア ス ペ)L,
T
一上 セ ン タ
ー 長 ､ M eyer 博士 僻 別;lVji京浜者)､ 幽付紐 会会1i
○
90万円
9 0万円
8 0万円
6 0万円
5 0万円
総会会長 西 村 和 子 教授
モ ー ニ ン グセ ミ ナ ー
ポ ス ター会場
ポ ス タ-n' ･_別1
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,.両 ･ 放線 柳生冒エ
ギル ス症が増加し, 薬剤抵抗性菌種による亮菌感染症も多く
な っ て きて います o い ず れも診断 と治療手段が大きな課題 で
す o また ､ 南北両アメリカ､ 乗南から南アジア ､ ア フ リカでは ､
普通の抵抗力を持 つ 個体をも侵す高度病原性真菌による内臓真
菌症が風土病的に常在し､ E] 本にとっ て は輸入真菌症として増
加傾向にあります ｡
本 学会はこれらの課題 に取り組む基礎 ( 菌学､ 薬学, 分子
生物学他) と臨床 ( 皮膚科､ 呼吸器科､ 他) の 関係者か ら構
成さ れて い ます . プ ロ グラムの概要 は､ 特別講演 ｢Cry ptic
spe ciatio nwithinthe Cryp/oco√√u5 n eOfo rm a n5 spe cies c o mplexJ
W ieland Meyer博 士(シ ド ニ -大学)､ 教育講演 ｢ 生物多様
性条約におけるア クセ ス と利益配分の 国際)L'-ル｣ 安藤勝彦
博士 ( 製品評価技術茎IaBii
''
機 構 生物遺伝資源部門). 学会買
記 念講演 ｢皮膚真菌症の 疫学的研究｣ 笠井達也博士 (多賀
城市)､ シ ン ポジウムは ､ ｢難 治性の 深在性 真菌症に対する
最近の アプ ロ ーチ一糸状菌感染を中心に｣､ ｢分子医頁 薗学
の 新展開｣､ ｢話題 の 皮膚 真菌症 の最前線｣､ ｢ 宍薗感染 と 自
然 免疫｣ の 4 題, ワ ークシ ョ ッ プ は ､ ｢ 外科､ 救急 ･ 集中治
療領域にお(j る真薗感染症の 現状と対策｣､ 他に モ ー ニ ン ク
セ ミ ナー1､ ラ ン チ ョ ン セ ミ ナー 4､ イ ブ ニ ン クセミナー 2
で した o 一般演題 は 1 3 6題す べ てポス ター発表と し､ 統一
的 なテ ー マ で ま とめ られる演題 に関L, て は 選抜ポス ターと
病JEIJニ吉岡 . 放線 剛‡T;Tエ
して総合討論の 場も設け ま した o ポ ス タ- 賞選 考は組織委
員会とは別に外部の先生方3 1名にお顔い して委員会を結成し､
厳 正 なる審査の結果 5 ポスターが選ばれましたo 真菌セ ン ター
からは ｢日本におけるS[hiz opbyl!u m co m m u ne臨 床分離株の核相
と交配行軌｣ (西村和子 ら)･ ｢Nocdr iajb〝,1m-[a の 菌種に特異的
なPCRプライマ ーの作製｣ (長谷川太一ら) が選出されま しT=o
特別企画として ｢病原真菌 ･ 放線菌供覧｣ 会場がポスター会
場に併設され､ 1 3 5菌種のホル マ リ ン殺菌済コ ロ ニ-と 11 8菌
種の顕微鏡標本が供され. 1 4台の顕微鏡と 1 台 の実体顕微鏡
は フ)L'稼働で した o 供覧会は若手会員と臨床検査技師をター
ゲ ッ トに企画致しま したが､ ベ テ ラ ン の先生方も熱心に顕微鏡
を覗かれ ､ 高 い 評価を いただきま した . 多く の 時間帯におし1て
2 会場で講演が並走 しま したが ､ い ずれの会場でも熱心な討議
がなされま した｡ 参加者は総計 51 5名､ 中に非会員 10 5名が
含まれ て いT=事からも ､ 真菌症に対する関心 の拡がりが実感さ
れました ｡
本給会におい て ､ 真菌セ ン ター高分子活性分野 知花博治助
教授が研究題 目 ｢Ca ndida/bit, 771Jの ゲ ノ ム構造 に関する研 究｣
で日本医宍菌学会奨励賞を受賞しましT=o
項励征 衣彰式
r
､
- - - -｣○
(
,:s_,
-
_)= u = セ ン タ ー 公開市民講座開催
真南セ ンターで は､ 平成 17 年 1 1月 1 3日 (日曜E])､ 午後
2 時より ､ 西 千葉キ ャ ン パ ス ､ け やき会館レセプシ ョ ン ホール
にて公開市民講座 ｢人と動物に共通するカビの病気｣ を開催し
ましたo 本セ ン ター非常勤講師の高橋容子先生による講演 ｢動
物か らう つる皮膚科の病気｣ は犬､ 猫などの一般的な愛玩動物
だけでなく ､ い わ ゆるエキ ゾチ ッ ク ペ ッ トから感染する人獣共
通 真菌症をは じめ､ 福祉現場での真菌感染症などを主婦､ 医
師､ 研究者の目で やさしく解説しました. また続いて ､ 勇菌セ
ン ターの元セ ン ター最であり. 千葉大学名誉教授の宮治 誠先
T
●
.3拙先/ド 宵 治 先/I-:
生による講演 ｢水虫はどうして なおりにく いか ?｣ では､ 講談
社出版文化賞を受賞されT=著書 ｢カビ博士奮闘記｣ を執筆され
た当時と同様､ 今も真菌医学の さまざまな方面 で奮闘中で ある
同博士が､ 水虫を菌 の立場か らいか に人間に棲み つ い て い くか
を興味深く､ また市民にもう) かりやすく解説しま した o 参加者
は干葉市だけで なく東京都などからもあり. 74名に上り ､ 一
般市民のほか医師､ 崇犬医師､ 教育関係者らの姿もみ られま した o
質疑応答では ､ 真菌症感染のリ ス クな どが示唆され ､ 主催者､
参加者とも に新たなる見識 を得る機会 であり t 市民 に と っ て も
また専門家にと っ て も大変有意義な講演会 で した o
:
/
6
､
二二, 第 2回真菌若手研究会
平成 17年9 月 3 0- 1 0月 1E] に第2 回真南若手研究会が
開催されましたo
本研究会rこは更薗学の将宋を担う若手を育成するT=め に全国
6
か ら3 0名の参カロ者が集まり . 特別講演には寄生虫学会理事長
の北潔先生 をお迎えし､ 研究報告や親睦会 ､ 自由討論会など盛
況のうちに 2 日間 の幕を閉 じました｡
真菌と真菌症シT) - ズ ⑨
細胞内を電子顕微鏡で視る
生物を構成する細胞は ､ さ まざまな要素 ( 細胞小器官な ど)か らな っ てい ます ｡ 電子顕微鏡
を使 っ て 真菌の細胞内構造を見てみ ま しょう ｡
E]喜画地胞 は - な要 - ら-(;.さて い るの ?
■ 細胞壁 ､ 原形質膜, ミ トコ ン ドリ ア ､ 核､ 核小体､ 核膜､紡錘極体､ リボソーム ､ 滑面小胆体 ､ 粗面小胞体､ コル
ジ装置､ 小胆､ 液胞､ 自食胞. 多月包体､ ペ ル オキ シ ソ - ム . 脂
肪滴､ クリ j-ゲ ン簸粒､ 微小管､ 微細緑維､ サ イ トゾル (細
胞質異質) などか らな っ て い ます (図 1､ 2)o
E]紡 - 休 っ て 何 ?
■ 動物細胞の
rlj心小体に相当する小器官で ､ 核の近傍に､
電子密度の高い構造物として観察されます o 細胞分裂の
ときに細胞の両極に分かれて ､ 微小管を介して ､ 染 色体を引 っ
張ることにより核分裂を進行させます｡
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J l, 央帝細 胞 (エ ク ソ フ ィ ア ラ屈) の 内部構 造 (Jr
'
.上 の 写 真 の み 2 フ了1 子供､ 他 はす べ て l() JjfEf)
図 2, l
l
i.摘細 胞 (エ ク ソ フ ィ ア ラ 鵬) の 二 次元再 構築
田 三 トコ ン - ノ ニー)てイロ｣｢ - - い く つ あ iCD ?
I
ミ トコ ン ドリアは 二 重膜に包まれた糸田胆小器官 で . 内部
に クリ ス テ と呼ばれる膜構造をも つ のが特徴です｡ 細
胞 の 生活に必要な エ ネルギーを呼吸により生産して いますo 工
ク ソ フ ィ ア ラ 属という酵母で調 べ た結果､ 細胞に 1 7- 5 2個存
在します｡ 別の種では, 細胞内のミトコ ン ドリアは, 全部 つ な
が っ て い たと い う報告もあります ｡
E]リボソーム--) TluJ? 網胞にい く つ あるの ?
■ リボソ ー
ム は大き さが 2 2n m(ナ ノ メートル ､ n m は
m m の 1 00万分の 1 の長さです) くら い の 粒子状の構
造物で L タン パク賃の合成を行 っ て い る場所です ｡ 工 クソ フ ィ
ア ラの細胞には､ 約2 0万個ありましたo
図 3.
'
jt 細胞成 分の rtiめ る体郁 (エ ク ソ フ ィ ア ラ 鵬)
E]- 大き 納 車 - める構 - は何∈すか ?
■
工 クソ フ ィ アラ属細胞で は､ サ イ トソ)L'が 4 8 %､ 細 胞
壁が 22 % の体積を占めて い まL/T=o 核は大きいように
見えますが ､ 細胞の体積の 7 % しかありません (図 3)o
E]細胞内服;l}i-n･iFベ て どんな - があるの ?
■ す
べ ての生物は.q 胞か らなっ て おり ､ 細胞の 構造と機能
を嗣明することは ､ 生命の本質を理解するために重要 で
す ｡ 電子顕微完封ま光学顕微鏡の 2
,
0 00倍の角牢像力をもち ､ 細胞
の構造研究に必須 の手長畏の 1 つ です .
千葉大 学真 南医 学研 究 セ ン ター
連 紹 先 : 畿 能形態分野 山口正 視
e-m ail･ya m a@ fa c ulty.chiba-u .jp
teF: D 4 3-22 2-71 71( 内幕良5928)
●お矢口らせ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - --
●第20同病原宍菌講習会の開催
本セン タ ー で は､ 病原真菌 (病原放線菌を含む) の取り扱
いおよび同定法につ いて , 医師､ 臨床検査技師､ 研究者を
対象に毎年､ 講習会を開催して いますo 本年度は 7月 2 5 -
28 日に行い ますが､ そ の詳細 に つ い てはホーム ページを ご
覧ください｡
国立大学法人千葉大学
真菌医学研究センタ ー
〒2 60-8 6 7 3千葉県千葉市中央区亥鼻 1丁目8香 1
T EL 043(222)71 7 1(代表)FA X 0 4 3(2 26)2 4 86
○ニ
ム ペ ~ ジ : http://w w w.pf. chiba-u. a c,jp/
●真菌医学研究センタ ー 公開市民講座の開催
本年 5月 1 4日 (日)1 4二0 0 - 1 6:30､ 西千葉キ ャ ン パ
ス内けやき会館大ホ )ーL'にて ､ 公開市民講座を開催 いT=LJま
すo テーマは 『カビ!? そろそろ気になり零すね毒`､ 演題は､
｢本当は怖い カビの病気｣ (亀井克彦教摂)､ ｢カビと人 との い
い 関係｣ (矢口貴志助教授)I ｢く らしの中のカビ退治｣ (侶
一訓主任研究員 ､ 花王 (秩))を予定して い ます｡ 詳細はホ ー
ムペ ージなどでお知らせ いた します ｡
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